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研究成果の概要 

痛みや苦痛を察知・軽減することは，生命の質担保に不可欠であるが，新生児の痛みを客観評価する

方法は確立されていない．本研究では，NICU 入院児において，生体情報から痛みやストレスを定量す

るシステムを開発する．在胎 22-42週で出生した児 100例を説明と同意に基づいてリクルートし，採血

前後にポリブラフによる評価を行った．採血前後の唾液コルチゾール値・体動指標・主観的痛み指標の

経時変化から，コルチゾールと表情スケールは，痛みが一番強いはずの穿刺直後ではなく，30 分後に

かけて，漸増もしくは持続高値をとる傾向がわかり，古典的な痛み評価法の不正確さが示唆された．一

方で脳波の徐波成分は，穿刺直後に最大のパワー増大が認められ，その後 30 分間の一時的な体動や啼

泣では大きな変化を認めなかった．中間解析からは，心電図波形から得られる低周波成分，および，心

電図 R-R間隔の周期変動と呼吸の協調の強さが，主観的痛み指標と強く相関する傾向を認め，全症例の

解析を急いでいる．光トポグラフィ上の脳組織の酸素化・心電図及び脳波の低周波成分・マットレス体

動センサーの記録値のデータクリーニング法も確立し，順次痛みスケールとの相関評価を行う予定で

ある．簡略化された観察系で行う“反復して行われる気管内吸痰手技が与える影響の評価法の開発”を

進め，2025年度中に，臨床試験のための痛みの定量評価アルゴリズムを確立できる見通しである． 

上記に加えて，2024年度からは，あかちゃんの泣き声の分析を得意とする研究者がチームに加わり，

早産児から乳児の幅広い成熟度のあかちゃんにおいて，高精度に啼泣や不かいな感情，ストレスを予測

するモデルを構築する共同プロジェクトが開始されている．この技術を利用して，ストレス指標を医療

スタッフにリアルタイムで還元し，児に対するケアを修正・改善可能なシステムを構築し，比較研究の

実施につなげたい． 
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